
ヨハネによる福音書 14章 23～29節 

イエスはこう答えて言われた。 

「わたしを愛する人は、わたしの言葉を守る。 

わたしの父はその人を愛され、 

父とわたしとはその人のところに行き、一緒に住む。 

わたしを愛さない者は、わたしの言葉を守らない。 

あなたがたが聞いている言葉はわたしのものではなく、 

わたしをお遣わしになった父のものである。 

わたしは、あなたがたといたときに、これらのことを話した。 

しかし、弁護者、すなわち、父がわたしの名によってお遣わしになる聖霊が、 

あなたがたにすべてのことを教え、 

わたしが話したことをことごとく思い起こさせてくださる。 

わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。 

わたしはこれを、世が与えるように与えるのではない。 

心を騒がせるな。おびえるな。 

『わたしは去って行くが、また、あなたがたのところへ戻って来る』 

と言ったのをあなたがたは聞いた。 

わたしを愛しているなら、わたしが父のもとに行くのを喜んでくれるはずだ。 

父はわたしよりも偉大な方だからである。 

事が起こったときに、あなたがたが信じるようにと、 

今、その事の起こる前に話しておく。 
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